
アーティスティックスイミング競技 公認テクニカルコントローラー資格規程 

 

第１条（目的） 

この規程は、公益財団法人日本水泳連盟（以下、「本連盟」という）公認競技役員規程第 2

条の２「公認審判員」規程に基づき、アーティスティックスイミング競技公認テクニカル

コントローラー資格（以下、「公認ＴＣ」という）に関する基準を定め、判定が公正かつ公

平になされるために必要な知識、技能を習得させ、ひいてはアースティックスイミング競

技の普及、発展に寄与することを目的とする。 

  

第２条（公認ＴＣの種別と条件） 

１ 公認ＴＣの種別は、下記の通りとする。   

１）Ｃ級アーティスティックスイミング公認ＴＣ（以下、「Ｃ級ＴＣ」という） 

２）Ｂ級アーティスティックスイミング公認ＴＣ（以下、「Ｂ級ＴＣ」という） 

３）Ａ級アーティスティックスイミング公認ＴＣ（以下、「Ａ級ＴＣ」という） 

２ 公認ＴＣの条件は、下記の通りとする。  

１）本連盟の公認競技役員として、資格登録をしなければならない。 

２）本連盟が主催する研修会に参加する。 

ただし、Ｃ級ＴＣ及びＢ級ＴＣについては、加盟団体が主催し本連盟が公認した研 

修会を含む。なお、本連盟が主催する研修会は年１回以上実施される。 

  

第３条（競技会における公認ＴＣの構成）  

１ 次の競技会は、Ａ級ＴＣで構成する。  

１）国際競技会  

２）国際競技会派遣選考会  

３）日本選手権大会  

２ 上記以外の本連盟又は加盟団体の主催又は主管の競技会は、Ｃ級ＴＣ、Ｂ級ＴＣ及びＡ

級ＴＣで構成する。  

  

第４条（Ｃ級ＴＣの資格審査） 

１ 検定試験受験年度の３月３１日までに満１８歳以上である者は受験することができる。  

２ 本連盟が主催し、又は加盟団体が主催し本連盟が公認した講習会に参加し、検定試験に 

合格した者は、Ｃ級公認ＴＣの資格が認められる。  

なお、加盟団体主催及び本連盟が公認した講習会及び検定試験については、別に定め 

る。  

  

第５条（昇格検定試験の受験資格及び昇格の基準）  

１ Ｂ級ＴＣ  

１）下記の条件のいずれかを満たした者は、当該年度にＢ級ＴＣの昇格検定試験を受験 

することができる。 

イ）Ｃ級ＴＣ登録から２年以上経過した者。  

ロ）Ｃ級ＴＣ登録から２年間に、継続して年１回以上の研修実績および年４回以上の 

ＴＣ実績がある者は２年目に受験することができる。  

ハ）Ｃ級ＴＣ登録者で、過去に選手またはコーチとして主要国際競技会（Ａ代表）で 



の上位入賞歴・コーチ歴があり、アーティスティックスイミング委員長が受験を 

認めた者は 1 年目に受験することができる。  

２）下記の条件を全て満たした場合は、昇格の資格が認められる。            

イ）事前講習会に参加し、検定試験に合格した者。  

ロ）原則として、昇格検定試験受験年度までの２年間に本連盟が主催又は公認した研 

修会に２回以上参加した者。  

ハ）原則として、昇格検定試験受験年度までの２年間に６回以上のＴＣ実績があると 

認められた者。   

２ Ａ級ＴＣ  

１）下記の条件のいずれかを満たした者は、当該年度にＡ級ＴＣの昇格検定試験を受験 

することができる。  

イ）Ｂ級ＴＣ登録から２年以上経過した者。  

ロ）Ｂ級ＴＣ登録から昇格検定試験受験年度までの２年間に継続して年１回以上の研 

修実績および年５回以上のＴＣ実績がある者は２年目に受験することができる。  

ハ）Ｂ級ＴＣ登録者で、過去に選手またはコーチとして主要国際競技会（Ａ代表）で 

の上位入賞歴・コーチ歴があり、アーティスティックスイミング委員長が受験を 

認めた者は 1 年目に受験することができる。  

２）下記の条件を全て満たした場合は、昇格の資格が認められる。 

イ）事前講習会に参加し、検定試験に合格した者。  

ロ）原則として、昇格検定試験受験年度までの２年間に本連盟が主催又は公認した研 

修会に２回以上参加した者。  

ハ）原則として、昇格検定試験受験年度までの２年間に８回以上のＴＣ実績があると 

認められた者。 

  

第６条（公認ＴＣの認定）  

１ 公認ＴＣは、全て本連盟資格審査委員会で審査・推薦し、本連盟が公認する。  

２ 前項に関わらず、Ｃ級ＴＣについては、本連盟アースティックスイミング委員会で適格 

と認められた者に、本連盟より資格を与える。 

 

第７条（登録）  

１ 本連盟が公認した者は、公認ＴＣとして登録することができる。  

２ 資格認定の通知を受けた者は、本連盟指定の登録申請用紙に必要事項を記入し、登録料 

を添え加盟団体へ提出する。  

３ 登録料は別に定める。  

４ 登録者には公認ＴＣ資格証及び公認ＴＣ手帳を交付する。  

５ 資格認定された者が、指定された期日までに登録の手続きをしなかった場合は、自動的 

にその資格は取り消される。  

６ 登録の有効期間は４年間とする。 

７ 登録後、申請書内容に変更（転居・改姓等）が生じた場合は、速やかに加盟団体及び本 

連盟アーティスティックスイミング委員会ＴＣ部へ連絡する。 

  

第８条（更新の手続き）  

１ 公認ＴＣは、指定された期日までに、本連盟指定の更新申請用紙に必要事項を記入し、 

更新料を添えて加盟団体へ提出する。  



２ 更新料は、別に定める。  

３ 原則として、登録の有効期間内に４回以上の研修会参加及び４回以上のＴＣ実績のない 

公認ＴＣは同一級の公認ＴＣの更新を認められない。なお、特別な理由により指定され 

た研修会参加あるいはＴＣ実績の回数が不足する場合、登録更新の申請ができる。  

４ 公認ＴＣが、更新手続きを行わなかった場合は、失効する。  

  

第９条（資格の取消し）  

公認ＴＣの名誉を傷つける行為があった場合は、本連盟資格審査委員会の審議を経て、そ

の資格を取り消すことがある。  

  

第 10 条（細則）  

この規程実施のための細則は別に定める。  

 

第 11 条（改廃） 

  本規程の改廃は、理事会の決議により行う。 

 

附則 １ 本規程は、2024（令和 6）年 4 月 1 日より実施施行する。  

２ 本規程は、2025（令和 7）年 4 月 1 日より一部改訂施行する。  

３ 本規程は、2025（令和 7）年 6 月 14 日より一部改訂施行する。 


